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一方で，日本的経営が華やかであった時代には，OJT（On the Job Training）






























































































著 者（年） メンタリング サ ン プ ル
メンタリング
意識 行動
Aryee, Lo and Kang（１９９９） メンタリング 中国人従業員 ０ ＋






















































著 者（年） メンタリング サ ン プ ル
メンタリング
意識 行動
Barker et al.（１９９９） キャリア的支援 会計士 ０
心理・社会的支援 ＋
役割モデリング 曲線的
Koberg, Boss Chappell and
Ringer（１９９４）
メンタリング 病院従業員 ０
Koberg, Boss and Goodman
（１９９８）
メンタリング 病院従業員 ０





























著 者（年） メンタリング サ ン プ ル
メンタリング
意識 行動
Dreher and Ash（１９９０） メンタリング ビジネススクールの卒
業生
０
Noe（１９８８） キャリア的支援 ９つの企業の従業員 ０
心理社会的支援 －







８４ 松山大学論集 第２４巻 第３号
著 者（年） メンタリング サ ン プ ル
メンタリング
意識 行動
Turban and Dougherty（１９９０） メンタリング関係
への加入
管理職と専門職 ０

































































著 者（年） 個人的要因 サ ン プ ル
メンタリング
意識 行動



















































Allen, Poteet, Russell and Dobbins（１９９７）は，州政府に所属する６０７名の下位
管理職を対象に，メンタリングに対する態度や行動の動機について調査を行っ









































る。Allen, Poteet, Russell and Dobbins（１９９７）は，６０７名の第一管理者に対し
て，努力家かどうかとローカス・オブ・コントロールがメンタリングに関係が
著 者（年） 個人的要因 サ ン プ ル
メンタリング
意識 行動














９０ 松山大学論集 第２４巻 第３号
あるかを調査した。その結果，この２つの個人特性はメンターになる意志と関
係があることが示された。

































著 者（年） 個人的要因 サ ン プ ル
メンタリング
意識 行動












































































著 者（年） 個人的要因 サ ン プ ル
メンタリング
意識 行動
Allen, Poteet, Russell and
Dobbins（１９９７）
メンタリング経験 州政府の下位管理職 ＋
久村（１９９９） メンタリング経験 多様な業界の従業員 ＋








































































































































































出典：Aryee et al.（１９９９）, p.５６４より。
図１ Aryee et al.（１９９９）における分析のフレームワーク
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